
 

 
 

平成 25 年度 国立大学法人大阪教育大学 年度計画 
 
Ⅰ 大学の教育研究等の質の向上に関する目標を達成するためにとるべき措置 

１ 教育に関する目標を達成するための措置 
（１）教育内容及び教育の成果等に関する目標を達成するための措置 

１   入試方法の効果の検証をもとに，専攻ごとに入学者選抜方法等の改善策を

検討する。 
２－１ 学生が身につけるべき学習成果や到達目標の明確化についての具体的内容

を検討する。 
２－２ 次期カリキュラム改正に向けて，教養基礎科目や共通基礎科目を点検し，

改善案を作成する。 
２－３ 平成 26 年度以降の学部カリキュラム改正の基本方針を策定する。 
２－４ ICT を活用した教育の在り方について検討する。 
２－５ 引き続き外部テストによる評価を行い，その有効性について検討する。ま

た，カリキュラム改正の検討を進める。 
２－６ 教育実習が効果的に行われるようカリキュラム整備にむけ検討を進める。 
２－７ 評価基準の明確化及び厳格な成績評価に向け，具体的に GPA 制度導入の検

討を進める。 
３   さらに，学校や企業へのインターンシップや社会貢献活動を指導・支援す

るための教育活動に取り組む。 
４－１ 引き続き大学院における実践性の高い教職教育の具体化に向けた検討を進

める。 
４－２ カリキュラムの再編成を引き続き検討する。 
４－３ 整理された課題をもとに，長期履修学生制度の見直し及び教育職員免許状取

得プログラムの改善に向け検討する。 
４－４ 大学院改革専門委員会等において夜間開講の大学院の改革案を検討する。 

（２）教育の実施体制等に関する目標を達成するための措置 
１   昨年度策定した基本方針に従い，全学 FD 組織と部局 FD 組織が連携し，

FD 活動に取り組む。 
２   平成 26 年度以降の学部カリキュラム改正の基本方針を踏まえ，開講部局と

協議しながら適正化を検討する。 
３   北海道教育大学，東京学芸大学及び愛知教育大学との連携により設置された

教員養成教育の諸課題に対応するための機構のもと，教員養成開発連携セン

ターを開設し，諸事業を行う。 
４   京都教育大学及び奈良教育大学との連携による京阪奈三教育大学双方向遠

隔授業を実施拡充するとともに，教員養成の高度化に向けた組織を設置する。 

- 1 -



 

 
 

（３）学生への支援に関する目標を達成するための措置 
１－１ 引き続き指導教員制度の課題整理に取り組み，指導教員制度の強化を図り，

学生指導を充実させる。 
１－３ 情報基盤システムの整備に関する基本方針策定に向け検討を行う。その検討

の中で電子メールなどを活用した学習相談システムの検討も行う。 
１－４ 引き続き現行制度の更なる充実を図り，様々な方向から学生の自主的・自発

的な活動を推進する。 
１－５ 京都教育大学及び奈良教育大学との連携により，学生合同セミナーや教員就

職に係る連携協力事業を引き続き実施する。 
１－６ 各学外支援団体から学生に対する支援の充実・活性化の方策を検討する。 
２－２ 授業料免除等の充実や他の制度等の活用による経済的支援策を検討する。 

 
２ 研究に関する目標を達成するための措置 
（１）研究水準及び研究の成果等に関する目標を達成するための措置 

１－１ 教員養成教育の基盤となる本学固有の重点研究課題に取り組む。 
１－２ 「学校リスクマネジメント」について，授業として効果的に取り入れる方法

の研究を進める。 
１－３ リポジトリシステムの検索方法，表示方法を見直すとともに，内容の充実

を図る。 
（２）研究実施体制等に関する目標を達成するための措置 

１   外部から専門知識や実務経験の豊かな人材を任用する。 
２   査読プロセスを円滑に進めていく。 

 
３ その他の目標を達成するための措置 
（１）社会との連携や社会貢献に関する目標を達成するための措置 

１－１ 教育委員会等との連携のもと，教育現場のニーズに応じた，教員養成や現職

教員の指導力向上を図る事業を進める。 
１－２ 学生が参加できる地域活性化事業を推進するため，組織的に対応できる制度

を検討する。 
２   引き続き事業ごとに具体的な地域連携事業の推進方策を企画し，実施する。 

（２）国際化に関する目標を達成するための措置 
１－１ 諸外国で行う語学研修・文化研修を含む授業を教養基礎科目の中の授業とし

て開講する。 
１－２ 平成 26 年度以降の学部カリキュラム改正にむけ，日本語教育指導法に関わ

る授業開講に向けた準備を進める。 
２－１ 中国の協定校との間で導入した大学院におけるダブル・ディグリー制度の実
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施に取り組み，さらに，他の国・地域の協定校との間での導入に向けて調査

を行う。 
２－２ 留学希望の学生に対して，必要と思われる授業科目について調査を行なう。 
３   JICA からの研修を引き続き受託し，本学の特色を活かした発展途上国に対

する教育支援活動を展開する。 
４   日本語・識字教育や国際理解教育の支援事業を検討する。 

（３）附属学校に関する目標を達成するための措置 
１－１ 安全教育・学校リスクマネジメントについての取組を行うとともに，校舎等

の耐震・老朽度調査等をもとに，建物改修計画等の立案を行う。 
１－２ 附属天王寺小学校及び附属特別支援学校に栄養教諭の配置を推進する。 
２－１ 附属学校園と大学，協力市教育委員会と大学との協議会を継続的に実施し，

体系的で効果的な教育実習を進める。 
２－２ 各地区に設定した研究テーマに基づき，共同研究を継続する。 
３－１ 専任の校長等の配置について，先行事例を検証しつつ，今後の配置の可能性

を追求する。 
３－２ 指導教諭の配置について，先行事例を検証しつつ，今後の配置の可能性を追

求する。 
３－３ 附属学校園統一の自己点検・評価システムを新たに導入し，実施する。 

 
Ⅱ 業務運営の改善及び効率化に関する目標を達成するためにとるべき措置 
１ 組織運営の改善に関する目標を達成するための措置 

１   引き続き入学定員の適正規模，組織等の見直しについて検討を進める。 
３－１ 監事や外部からの意見を把握分析し，その結果を法人運営に活用する。 
３－２ 各運営機構室の機能の見直しを検討する。 
３－３ 専門性を要する部門への人材の雇用を柔軟に進めるための制度の見直し及

び人材の任用を行うとともに，男女共同参画行動計画に基づき，具体的な施

策を実施する。 
３－４ 財務レポートの作成，報告を通じて，監事や経営協議会委員等からの財務状

況に関する意見等を踏まえ，機動的な予算配分を行いつつ，新たな予算配分

方法を検討する。 
４   監査を実施するとともに，業務運営へ的確に反映させるマネジメント体制の

確立を図る。 
５   SD 研修を実施し，職員の視野を広げるとともに，社会が求める業務の専門

性やスキルを習得する機会を与える。 
６   費用対効果を重視した業務の効率化を実施する。 
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２ 事務等の効率化・合理化に関する目標を達成するための措置 
１   京都教育大学及び奈良教育大学との連携により，引き続き管理経費の削減や

合同事務研修の実施等の事務連携を進める。また，京阪奈三教育大学連携推

進協議会の下に教員養成高度化連携拠点を共同設置するとともに，引き続き

事務共同化の推進を調整する。 
 
Ⅲ 財務内容の改善に関する目標を達成するためにとるべき措置 
１ 外部研究資金，寄附金その他の自己収入の増加に関する目標を達成するための措置 

１－１ 科学研究費などの競争的資金や外部資金の獲得に取り組む教員を拡大する

ため，より効果的な方策を検討する。 
１－２ 次年度以降における運営費交付金の措置状況などを考慮し，アクションプラ

ンの改訂などを通じて，より効果的な学内支援を検討する。 
１－３ 公開講座の充実を図るとともに，講習料を含めた公開講座のあり方を検討

する。 
 
２ 経費の抑制に関する目標を達成するための措置 
（２）人件費以外の経費の削減に関する目標を達成するための措置 

１   試行実施してきた簡易競争入札及び複数年契約を検証するとともに，新たな

契約方法を検討する。 
 
３ 資産の運用管理の改善に関する目標を達成するための措置 

１   引き続き貸付事務の簡素化や料金体系などを検討する。 
 
Ⅳ 自己点検・評価及び当該状況に係る情報の提供に関する目標を達成するためにとるべ

き措置 
１ 評価の充実に関する目標を達成するための措置 

１－１ 自己点検・評価を実施するとともに，評価結果と課題に対する意見を踏ま

えた改善に取り組む。 
１－２ 大学教員個人評価改善委員会において，これまでの結果を踏まえ課題の整

理を行う。 
 
２ 情報公開や情報発信等の推進に関する目標を達成するための措置 

１   学生に対する情報セキュリティ意識向上のための方策を検討するとともに，

情報システムセキュリティの一層の強化を図るため，端末からの情報漏えい

を未然に防ぐ仕組み（シンクライアント化）を試行的に導入する。 
２－１ 学生広報室等から大学広報に関する意見を聴取し，大学広報の充実を図る。 

- 4 -



 

 
 

２－２ 入学希望者に魅力的なコンテンツを新たに作成するとともに，SNS の活用

等新たなコンテンツの充実をはかる。 
２－３ 昨年度設置した広報戦略室において，より効果的に学内ニュースソースを収

集発信するシステムを構築する。 
 
Ⅴ その他業務運営に関する重要目標を達成するためにとるべき措置 

１ 施設設備の整備・活用等に関する目標を達成するための措置 
１－１ 天王寺キャンパスにおけるキャンパンス環境整備を実施し，アメニティスペ

ースの充実を図る。 
１－２ 情報基盤システムに関する基本方針の策定に向け，具体的な検討を行う。 
１－３ 天王寺キャンパスを都市型キャンパスの機能に応じた環境とするため，引き

続き整備を行う。 
１－４ ユニバーサルデザイン等の視点から施設環境整備の立案及び整備を行う。 
１－５ 機能保全・維持管理計画に基づき，引き続き整備を行う。 

 
２ 安全管理に関する目標を達成するための措置 

１－１ 附属学校園及び大学キャンパスの安全に万全を期すとともに，安全なキャン

パス環境を維持するための取組を継続的に進める。 
１－２ 学校安全に関する定期的な点検や見直しを継続的に実施する。 
１－３ 幼児・児童・生徒を対象に防災訓練等を継続的に実施する。 
１－４ 非常時の対応のために，学生・教職員を対象に救命講習，防災訓練等を継続

的に実施する。 
 
３ 法令遵守に関する目標を達成するための措置 

１－１ 経営協議会の審議事項について，的確な時期に的確な審議を行われるよう運

営面に配慮する。 
１－２ 自浄機能が働く仕組みを構築する。 
１－３ 職責に応じた研修システムを確立し，実施する。 
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Ⅵ 予算（人件費の見積りを含む。），収支計画及び資金計画 

別紙参照 

 

Ⅶ 短期借入金の限度額 

１ 短期借入金の限度額 

１６億円 

 

２ 想定される理由 

運営費交付金の受入れ遅延及び事故の発生等により緊急に必要となる対策費として

借り入れすることが想定されるため。 

 

Ⅷ 重要な財産を譲渡し，又は担保に供する計画 

重要な財産を譲渡し，又は担保に供する計画はないものとする。 

 

Ⅸ 剰余金の使途 

決算において剰余金が発生した場合は， 

・教育研究の質の向上及び組織運営の改善に充てる。 

 

Ⅹ その他 

１．施設・設備に関する計画 

（単位：百万円） 

施設・設備の内容 予定額 財  源 

・（旭ヶ丘）ライフライン再生（橋脚耐震化等）

・（旭ヶ丘）ライフライン再生（空調設備） 

・（流町（附中高））校舎改修 

・（南河堀町）学生支援センター改修 

・（旭ヶ丘）既設建物外壁落下等防止整備 

・（旭ヶ丘他）給水設備改修 

・（緑丘（附中高））校舎改修 

・小規模改修 

総額 

１,３２１

 

 

施設整備費補助金 （７１７）

国立大学財務・経営センター 

施設費交付金    （３３）

運営費交付金   （５７１）

注）施設・設備の内容，金額については見込みであり，上記のほか，業務の実施状況 

等を勘案した施設・設備の整備や老朽度合等を勘案した施設・設備の改修等が追 

加されることもあり得る。 

 

２．人事に関する計画 

効率的な大学運営に資する観点から職員配置の年次計画を策定し，平成２５年度に

おける業務等を精査し，学内組織の職員数の適正化を推進する。 

 

（参考１） 平成２５年度の常勤職員数６８１人 

（参考２） 平成２５年度の人件費総額見込み ６，０７２百万円（退職手当は除く） 

（別紙） 

予算（人件費の見積りを含む。），収支計画及び資金計画 

（別表） 

学部の学科，研究科の専攻等の名称と学生収容定員，附属学校の収容定員・学級数 
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（別紙）予算（人件費の見積りを含む。），収支計画及び資金計画 

 

１．予 算  
平成２５年度 予算 

（単位：百万円） 

区  分 金  額 

収入 

運営費交付金 

施設整備費補助金 

補助金等収入 

国立大学財務・経営センター施設費交付金

自己収入 

授業料，入学金及び検定料収入 

雑収入 

産学連携等研究収入及び寄附金収入等 

前中期目標期間繰越積立金取崩額 

目的積立金取崩 

計 

６，３６４

７１７

５１２

３３

２，８９７

２，７６６

１３１

３１０

１０，８３３

支出 

業務費 

教育研究経費 

施設整備費 

補助金等 

産学連携等研究経費及び寄附金事業費等 

計 

９，２６１

９，２６１

７５０

５１２

３１０

１０，８３３

 

［人件費の見積り］ 

期間中総額６，０７２百万円を支出する（退職手当は除く）。 

（うち，総人件費改革に係る削減の対象となる人件費総額４，８５８百万円） 

 

「運営費交付金」のうち，平成 25 年度当初予算額６，３６４百万円，前年度よりの繰越額のうち，使用見込

額７１５百万円 

 

「施設整備費補助金」のうち，平成 25 年度当初予算額７１７百万円，前年度よりの繰越額６２９百万円 

 

「産学連携等研究収入及び寄附金収入等」のうち，前年度よりの繰越額からの使用見込額１１４百万円 
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２．収支計画  

平成２５年度 収支計画 

（単位：百万円） 

区  分 金  額 

費用の部 

経常費用 

業務費 

教育研究経費 

受託研究経費等 

役員人件費 

教員人件費 

職員人件費 

一般管理費 

財務費用 

減価償却費 

臨時損失 

 

収益の部 

経常収益 

運営費交付金収益 

授業料収益 

入学金収益 

検定料収益 

受託研究等収益 

寄附金収益 

財務収益 

雑益 

資産見返運営費交付金等戻入 

資産見返補助金等戻入 

資産見返寄附金戻入 

資産見返物品受贈額戻入 

臨時利益 

純利益 

目的積立金取崩益 

総利益 

９，３５８

９，３５８

８，７３９

２，０７５

５４

１５３

５，１９８

１，２５９

３８６

１

２３２

０

９，３５８

９，３５８

５，９１０

２，２９８

３５４

９６

５４

２５１

１

１６２

１４６

２７

３９

２０

０

０

０

０
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３．資金計画  

平成２５年度 資金計画 

（単位：百万円） 

区  分 金  額 

資金支出 

業務活動による支出 

投資活動による支出 

財務活動による支出 

翌年度への繰越金 

 

資金収入 

業務活動による収入 

運営費交付金による収入 

授業料・入学金及び検定料による収入 

受託研究等収入 

補助金等収入 

寄附金収入 

その他の収入 

投資活動による収入 

施設費による収入 

その他の収入 

財務活動による収入 

前年度よりの繰越金 

１１，３８２

９，１２６

１，７０７

０

５４９

１１，３８２

９，２５３

５，６４９

２，７６６

５４

５１２

１４２

１３０

７５１

７５０

１

０

１，３７８
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別表（学部の学科，研究科の専攻等） 

 

教育学部（第一部）

 

 

 

 

教育学部（第二部）

 

 

 幼稚園教員養成課程        ６０人（うち教員養成に係る分野   60人）

 学校教育教員養成課程   １，５８０人（うち教員養成に係る分野1,580人）

 特別支援教育教員養成課程   １８０人（うち教員養成に係る分野  180人）

 養護教諭養成課程       １２０人（うち教員養成に係る分野  120人）

 教養学科         １，６２０人 

 小学校教員養成課程      ３５０人（うち教員養成に係る分野  350人）

 

教 育 学 研 究 科

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 学校教育専攻         ３２人（うち修士課程 32人） 

 国語教育専攻         １６人（うち修士課程 16人） 

 社会科教育専攻        ３２人（うち修士課程 32人） 

 数学教育専攻         １６人（うち修士課程 16人） 

 理科教育専攻         ３６人（うち修士課程 36人） 

 英語教育専攻         １２人（うち修士課程 12人） 

 家政教育専攻         １２人（うち修士課程 12人） 

 音楽教育専攻         ２４人（うち修士課程 24人） 

 美術教育専攻         ２４人（うち修士課程 24人） 

 保健体育専攻         ２０人（うち修士課程 20人） 

 特別支援教育専攻       ２４人（うち修士課程 24人） 

 技術教育専攻          ６人（うち修士課程  6人） 

 養護教育専攻          ６人（うち修士課程  6人） 

 実践学校教育専攻       ６０人（うち修士課程 60人） 

 健康科学専攻         ４２人（うち修士課程 42人） 

 総合基礎科学専攻       ３２人（うち修士課程 32人） 

 国際文化専攻         ２４人（うち修士課程 24人） 

 芸術文化専攻         ２４人（うち修士課程 24人） 

 

  

特別支援教育特別専攻科

 

 

  ３０人 

 

附 属 幼 稚 園

附 属 天 王 寺 小 学 校

附 属 池 田 小 学 校

附 属 平 野 小 学 校

附 属 天 王 寺 中 学 校

附 属 池 田 中 学 校

附 属 平 野 中 学 校

附属高等学校天王寺校舎

附属高等学校池田校舎

附属高等学校平野校舎

附 属 特 別 支 援 学 校

  

 

 １５０人   学級数  ６ 

 ６９０人   学級数 １８ 

 ６９０人   学級数 １８ 

 ６９０人   学級数 １８ 

 ４８０人   学級数 １２ 

 ４８０人   学級数 １２ 

 ３６０人   学級数  ９ 

 ４８０人   学級数 １２ 

 ４８０人   学級数 １２ 

 ３６０人   学級数  ９ 

  ６０人   学級数  ９（小学部，中学部，高等部各３学級） 
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